
 

 

血液内科 Hematology 
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２． 実績 

当科では、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群、

白血病などの患者さんに、安全で満足度の高い化学療法を行っ

ています。初回化学療法は入院で行いますが、入院病床数の制

約もあるため、以後は可能な限り外来化学療法に移行するようにし

ています。そのため、診療科別外来稼働額では当科が院内 1 位と

なっています。昨今の病院全体での化学療法の件数増加、それに

よる化学療法室の慢性的なベッド不足もあり、外来化学療法加算

の算定ができない皮下注射の化学療法については、2020 年 2 月

から中央処置室で当科医師が施行しています。2021年は 1,101件、

2022年は 1,386件と、非常に多くの皮下注射の化学療法を当科医

師が行っています。 

県内の血液疾患の患者さんは、なるべく地元で治療ができるよう

に、県立南宇和病院には、以前より 2か月に 1回の診療支援に伺

っていましたが、2020 年 11 月からは、県立今治病院へ月 2 回の

診療支援を行っています。治療の必要な患者さんは迅速に中央

病院で治療を行い、状態が落ち着いて南宇和や今治でも治療可

能となれば、県立南宇和・今治病院で診療を行っていく体制を構

築し、東予・南予地区で、患者さんの満足できる質の高い血液診

療を提供できるよう心がけています。 

■ 疾患別入院患者数 

疾患名 2020 2021 2022 

急性白血病 102 125 123 

うち ALL 20 26 19 

骨髄異形成症候群 157 122 105 

悪性リンパ腫 290 294 266 



 

 

多発性骨髄腫 36 36 68 

慢性骨髄性白血病 16 27 2 

慢性リンパ性白血病 0 6 6 

再生不良性貧血 4 1 4 

その他 99 81 129 

合計 704 692 703 

■ 死亡症例数 

  2020 2021 2022 

症例数 18 18 18 

うち剖検数 1 1 0 

■ 初診患者数 

疾患名 2020 2021 2022 

急性白血病 27 20 28 

うち ALL 7 4 3 

骨髄異形成症候群 46 18 44 

悪性リンパ腫 108 89 86 

多発性骨髄腫 13 11 20 

慢性骨髄性白血病 7 11 10 

慢性リンパ性白血病 4 4 4 

再生不良性貧血 7 3 4 

特発性血小板減少性紫斑病 14 12 17 

その他 190 194 180 

合計 416 362 393 

■ 検査・治療件数 

検査・治療名 2020 2021 2022 

骨髄穿刺 480 380 480 

骨髄生検 228 171 197 

血液疾患による輸血療法 26,132 17,107 19,002 

赤血球製剤 4,330 3,230 3,470 

新鮮凍結血漿 792 822 476 

濃厚血小板 20,990 13,050 15,050 

自己血 20 5 6 

血縁者間骨髄移植 2 1 1 

非血縁者間骨髄移植 3 2 1 

血縁末梢血細胞移植 3 3 5 

非血縁末梢血細胞移植 1 1 0 

自家末梢血幹細胞移植 10 4 7 

臍帯血移植 13 6 9 

うちハプロ移植 1 1 5 

移植後外来(件数) 65 68 59 

外来化学療法 2,084 2,158 2,362 

外来化学療法(点滴) 1,219 1,057 976 

外来化学療法(皮下注) 865 1,101 1,386 

セカンドオピニオン(紹介数) 0 3 1 

骨髄移植ドナー 9 4 2 

非血縁 7 3 1 

末梢血幹細胞移植ドナー 7 4 4 

うち非血縁 2 1 0 

 

３． 2023年度目標 

職員が安心して働け、職員満足度の高い職場を目指します。そ

の結果、患者さんに良質な医療が提供できて患者さんの満足度も

上がると考えています。具体的な目標は以下の通りです。 

(1) 職員の心理的安全性重視と働き方改革 

当科のチーム医療においては、職員の心理的安全性を重視し

ます。つまりパワーハラスメントの撲滅です。各自が思ったことを気

兼ねなく発言できて、チーム内の意思疎通が十分に行われること

で、重複する業務を減らし、職員が安心・納得して働ける職場を目

指します。 

(2) 患者さんの QOL(生活の質)向上 

当科には造血細胞移植を通じて構築した良好なチーム医療の

体制があります。チーム医療を生かして、患者さんの QOLを維持・

向上することで、当院で治療して良かったと患者さんに言っていた

だける医療を提供します。具体例として、質の高い栄養療法と理学

療法を通じた体力の維持・強化、治療に関わる様々な不安を解消

するための多職種での関わりをさらに重視していきます。 

(3) EBM重視と EBM創出 

医療の提供にあたっては、医師のみならず、チームの全員がエ

ビデンス(提供する医療の根拠)を重視して、患者さんおよび医療

スタッフが納得できる医療を目指します。また、EBM 創出のため臨

床研究を推奨し、日常の業務の中で気が付いた疑問が解決できる

ような研究に取り組みます。 
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11. 肥山隆一郎. D-MPBが有効であった t(11;14)を有する再発難治多発性骨

髄腫. Ehime Myeloma Forum. Web 開催 (2022.8.5) 
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Web開催 (2022.8.23) 
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Ehime. Web開催 (2022.9.9) 
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multicenter study from the Okayama Hematological Study Group. Int J He-

matol. 115(4). 515-524 (2022.4) 
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